
鳴瀬川水系における
流域治水等の取り組みについて
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国土交通省 東北地方整備局

第１９回鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会



○ 「流域治水プロジェクト」は、国、流域自治体、企業等が協働し、河川整備に加え、市町村が実施する雨水貯留浸透施設整備や土地利用規制、利水ダムの事

前放流等の治水対策の全体像を各水系で取りまとめたものであり、今般、全国１０９の一級水系、１２の二級水系で策定・公表しました。

○ 本プロジェクトのポイントは、①様々な対策とその実施主体を見える化、②対策のロードマップを示すとともに河川事業などの全体事業費（全一級水系で合計

約１７兆円規模）を明示、③あらゆる関係者と協働する体制として協議会を設置したことです。

○ 今後、本プロジェクトに基づきハード・ソフト一体となった事前防災対策を一層加速化するとともに、対策の更なる充実や協働体制の強化を図ります。

※

※下水道事業、砂防事業

流域治水プロジェクト～一級水系（１０９水系）、二級水系（１２水系）で策定・公表～ 1
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※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
※水位をさらに下げて安全に流下させるための検討を実施していく。
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○ 令和元年東日本台風で甚大な被害が発生した鳴瀬川水系では、吉田川・新たな水害に強いまちづくりプロジェクトに加え、以下の取組を実施していくことで、国管理
河川においては、昭和22年9月カスリン台風（鳴瀬川：戦後最大）と同規模の洪水に対して安全に流下させ、令和元年東日本台風洪水（吉田川：戦後最大）と同規模
の洪水に対しては堤防からの越水を回避し、流域における浸水被害の軽減を図ります。
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漆沢ダム
（治水専用化） 鳴瀬川→

吉田川→

洞堀川

吉田川築堤・護岸整備（県）

味明川堤防整備・河道掘削（県）

吉田川

善川堤防整備（県）

竹林川堤防整備（県）

宮床川河道掘削（県）

洞堀川河道掘削・護岸整備（県）

多田川河道掘削（県）
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■被害対象を減少させるための対策
○氾濫域での対策
・適正な土地利用の規制誘導
・二線堤の整備
・土地利用・住まい方の工夫(浸水被害軽減の宅地嵩上げ支援等)
※今後、関係機関と連携し対策検討

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
○氾濫域での対策
・市町村庁舎等防災拠点の機能確保
・簡易型河川監視カメラの設置
・災害リスクの現地表示箇所の拡大を促進
・ダム堰の効果・操作に関わる情報の周知
・マイ・タイムライン普及促進
・要配慮者施設避難計画促進
・水防資機材の拡充 等
・水害リスク空白域の解消

※今後、関係機関と連携し対策検討

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
○河川区域での対策
・河道掘削、堤防整備、遊水地整備、
鳴瀬川ダム建設、漆沢ダム治水専用化 等

○集水域での対策
・利水ダム等８ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
・排水機場の増設、能力強化、耐水化
・下水道整備（雨水調整池、幹線整備） 等
・水田貯留、森林整備、治山対策 等
・流出抑制対策検討 ※今後、関係機関と連携し対策検討

下水道幹線の整備

雨水調整池・下水
道幹線の整備

鳴瀬川ダム
（建設中）

吉田川
竹林川 善川

落合橋

東北自動車道

竹林川遊水地

善川遊水地

遊水地整備

水田貯留 実証実験

市街地

鳴瀬川

吉田川

二線堤の整備

マイタイムラインの普及促進

災害リスクの現地標示

マイ・タイムライン普及促進（市）

二線堤の整備（国・県）

森林整備（林野庁・県・森林整備センター）

治山対策（林野庁・県・森林整備センター）

簡易型河川監視カメラの設置（国県）

災害リスクの現地表示箇所の拡大を促進（国・市町）

要配慮者施設計画促進（市）

マイ・タイムライン普及促進（町）

要配慮者施設計画促進（町）

要配慮者施設避難計画促進（町）

要配慮者施設計画促進（町）

要配慮者施設避難計画促進（市）

盛土

居住誘導区域内における浸水被害軽減
の宅地嵩上げ支援

遊水地整備【国】

※対策事業の代表箇所を旗揚げしている。
※関係機関の取組内容については、
「位置図（詳細版）」P３及び「市町村の実情に応じた

取り組み」P３５～３８を参照下さい。

居住誘導区域内における浸水被害軽減の宅地嵩上げ支援（市）

仙台圏に近い山地農村エリアでは
開発が進み、都市と農村が連携し

、
バランスの取れたまちづくりが
求められている。(大郷町)

大崎市

鳴瀬川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～都市農村交流により支え合い、開発とバランスの取れた流出抑制となる治水対策の充実～ 2



短期 中期 中長期

吉田川沿川の氾濫を防ぐ河道掘削及び堤防整備
北上川下流河川事務所

・宮城県

鳴瀬川沿川の氾濫を防ぐ堤防整備及び河道掘削
北上川下流河川事務所

・宮城県

令和元年東日本台風を踏まえた更なる対策
北上川下流河川事務所

・宮城県

鳴瀬川ダム 鳴瀬川総合開発工事事務所

利水ダムの洪水調節機能強化
東北農政局・宮城県・流域

市町村　等

下水道の整備 流域市町村　等

流出抑制対策検討 流域市町村　等

森林整備・治山対策
東北森林管理局・宮城県・

森林整備センター

●被害対象を減少
させるための対策

土地利用・住まい方の工夫の検討 流域市町村　等

被害軽減対策検討
北上川下流河川事務所
・宮城県・市町村　等

ソフト対策のための整備検討
北上川下流河川事務所
・宮城県・市町村　等

●被害の軽減、早
期復旧・復興のた
めの対策

工程

実施主体対策内容区分

●氾濫をできる
だけ防ぐ・減ら
すための対策

※具体的な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

○ 流域全体のあらゆる関係者が協働して協議・情報共有を図り、流域全体で水害を軽減させる「流域治水」を計画的に推進し、あわせて河川、下水道等の管理者が主体とな
って行う対策や、更に流域の特徴を踏まえた流出抑制対策、被害の防止・軽減対策を実施します。

【短 期】 平成27年9月、令和元年10月洪水により甚大な被害を受けた吉田川沿川の浸水被害を防ぐため、河道掘削及び堤防整備を推進するとともに、安全なまちづくりのた
めの土地利用規制や、住民の避難行動を促す河川・ダムの情報提供の充実を図ります。

【中 期】 鳴瀬川沿川の浸水被害を防ぐため、堤防整備及び河道掘削を推進するとともに、安全なまちづくりのための嵩上げ盛土支援や広域連携による避難強化を図ります。
【中長期】鳴瀬川ダムの完成を目指すと共に、河川においては令和元年東日本台風を踏まえた更なる治水対策を推進するとともに、森林整備や農業用施設との連携による流

出抑制下水道整備を進めます。さらにマイタイムラインなど地域住民自らの避難行動に繋がる防災意識の啓発を行い、より確実な避難態勢の構築を図ります。

※直轄管理区間において、鳴瀬川は昭和22年9月洪水、吉田川は平成27年9月洪水と同規模の洪水が発生した場合に、氾濫ブロックで被害最大となる1箇所を破堤させた場合の氾濫想定範囲

現 在 短 期 中 期 中長期

鳴瀬川沿川及び吉田川沿川の浸水被害解消
令和元年東日本台風を踏まえた

更なる治水対策を推進

気候変動を踏まえた
更なる対策を推進

浸水被害解消

吉田川

鳴瀬川

吉田川

鳴瀬川

吉田川

鳴瀬川

吉田川

鳴瀬川

東松島市

松島市

大郷町大和町

大衡村

美里町

大崎市

東松島市

松島市

大郷町大和町

大衡村

美里町

大崎市

東松島市

松島市

大郷町大和町

大衡村

美里町

大崎市

東松島市

松島市

大郷町

大衡村

美里町

大崎市

更なる治水対策

下水道の整備

河道掘削、堤防整備、遊水地整備

嵩上げ盛土支援・広域避難連携

被害軽減対策検討

河道掘削、堤防整備

利水ダムの洪水調節機能強化

鳴瀬川ダム建設

森林整備・治水対策

流出抑制対策検討

ソフト対策のための整備検討マイタイムライン普及支援

土地利用・住まい方の工夫の検討

農業用施設との連携

■事業規模
河川対策 （約1，710億円）

下水道対策（約10億円）

鳴瀬川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ・効果】
～都市農村交流により支え合い、開発とバランスの取れた流出抑制となる治水対策の充実～ 3



洪水が予測される場合、既存の利水ダム等において貯留水を事前に放流し、洪水調節容量の強化を図ります。

出典：
宮城県HP

事前放流のイメージ

出典：東北地方整備局 出典：東北地方整備局（一部編集）

（事例）栗駒ダム（R2.5.29に治水協定を締結）

【治水協定を締結したダム一覧】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

4

利水ダムの洪水調節機能強化

流水の貯留
機能の拡大【 】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策



水田の排水口に堰板を設置し、水田に一時的に雨水を貯留することで水路への流出量の抑制を図ります。

（事例）宮城県大崎市千刈江地区における水田貯留実証実験

出典：宮城県HP

水田貯留のイメージ

断面図

【田んぼの排水ますに設置する調整装置】

【調整装置による効果の検証の様子】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

5

水田貯留の水深

流域の雨水貯留
機能の向上【 】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策



宅地嵩上げ等のイメージ

【浸水エリアで考えられる対策】
①宅地嵩上げ
②家屋のピロティ化
③止水版の設置
④家屋の耐水化
⑤水害保険の加入

出典：国土交通省

（事例）宮城県大崎市の宅地嵩上げ支援

■大崎市宅地かさ上げ等
事業補助金
大崎市では、立地適正化計画
に定める居住誘導区域内にお
いて、浸水被害を軽減するた
め、一定の要件を満たした対
象区域内の住宅の所有者が
行う宅地のかさ上げ等に要す
る経費について、予算の範囲
内で補助金を交付している。

出典：大崎市HP

【大崎市古川地区の居住誘導区域】

出典：大崎市提供資料を基に作成

嵩上げ等に掛かる費用を助成
【大崎市内で実施された盛土工事の事例】

着工前 完成

盛土

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

被害対象を減少させるための対策
水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫【 】

宅地嵩上げ・高床化の支援

6

浸水の実績区域や、浸水の想定される区域に現存する建築物に対して、嵩上げ、高床化等の工事費用を助成します。



二線堤等の盛土構造物を整備することにより、河川堤防（本堤）が破堤して氾濫が発生した場合における浸水範囲の抑制を図ります。
浸水範囲の抑制に効果があると認められる盛土構造物、自然堤防等を「浸水被害軽減地区」に指定し、その保全を図ります。

二線堤のイメージ

出典：国土技術政策総合研究所

（事例）宮城県大崎市鹿島台地域における二線堤

出典：国土交通省

二線堤

市街地

鳴瀬川

吉田川

市道

市道

堤防と道路の機能

二線堤 標準断面図
市街地側

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

7被害対象を減少させるための対策
浸水範囲の限定・
氾濫水の制御【 】

二線堤の整備



8

要配慮者利用施設の管理者の避難計画に係る理解向上を図り、計画の作成を支援します。

避難確保計画作成の作成例 （事例）宮城県石巻市の避難確保計画作成に係る講習会

　　　　　　　　　　【施設名： 】

    　　 年 月  作成2020

洪水・土砂災害時の避難確保計画
【洪水・土砂災害編】

資料3

避難確保計画 避難だっちゃ新聞

コントロールシート 【避難確保計画の下書きの作成】

【宮城県登米市での講習会による効果（計画の提出率）】

提出済

92%

未提出

8%

未提出

100%

提出済

92%

未提出

8%

未提出

100%

講習会実施前 講習会実施約３か月後

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進

【避難体制等の強化】



9

洪水時の住民の円滑な避難行動のため、マイ・タイムラインの作成を支援します。

マイ・タイムラインのイメージ
（事例）宮城県東松島市のマイ・タイムライン

出典：東松島市提供資料
出典：国土交通省関東地方整備局 下館河川事務所HP

出典：東松島市HP

（事例）宮城県東松島市赤井上区自主防災会における防災研修会

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

マイ・タイムライン普及促進

【避難体制等の強化】



（H28.1月末時点）

○ 令和元年東日本台風で堤防決壊した吉田川粕川地区において、復興まちづくり事業（町）と堤防復旧工事（国）が同時に着工することから、令和３
年９月２６日（日）に合同着工式を開催（大郷町の関係者や住民など約５０人が参加）しました。

○ 国土交通省と大郷町が連携して事業を推進し、地域の安全・安心の確保と復興再生エリアのコミュニティ形成を目標とした環境整備を実施します。

○ 住民代表は、『復興事業が一日も早く完成し、地元を離れてしまった方々が、再び笑顔でこの地に戻ってきてくれることが私の悲願であります』と期
待の言葉を話しました。

▲胴突き式の様子

北上川鳴瀬川

吉田川

宮城県

粕川地区

江合川

旧北上川

▲國友 優
東北地整河川部長 挨拶

▲田中 学
大郷町長 挨拶

粕川堤防の決壊直後（2019年10月14日）

粕川地区復興まちづくり・堤防復旧
イメージパース

▲赤間 正
中粕川区長 期待の言葉

粕川地区堤防復旧イメージ図
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堤防復旧 
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※堤防線形はイメージです 
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糟川寺 

粕川小
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宅地側への移動距離 
約 80ｍ 

 

復興まちづくり 
エリア 

粕川地区復興まちづくり・堤防復旧 合同着工式（開催） 10



■赤間正 中粕川地区区長期待の言葉

■石川良彦 大郷町議会 議長 祝辞
いしかわ よしひこ

あかま ただし

■田中 学 大郷町長 挨拶
たなか まなぶ

■國友 優 東北地方整備局 河川部長 挨拶

くにとも まさる

○決壊箇所の背後にある中粕川地区を中心に甚大な家屋の流失、浸水被害に見舞われましたが、日ごろの住民主体の自
主防災組織活動をとおした高い防災意識により、一人として尊い人命を失うことがないという、奇跡的な結果に繋がったこ
とは、町として最大の喜びであります。この素晴らしい、自主防災組織活動の成果を、しっかり後世に残し、将来起こりうる
自然災害対策の教訓としなければならないと、改めて、決意したところであります。

○粕川地区６行政区の未来に向けたコミュニティ形成の核となり、更には吉田川川北地域の防災拠点としての機能を有した、
斬新奇抜で、活気を取り戻す復興を目指し、国、県と力を合わせて、次世代から尊敬される事業を実施してまいります。

○これからこの事業を通しながら当地区が改めてそして新しい一歩を踏み出して、新しいこの地域が創られ、まちづくりに進
んで行くものと確信しております。

○みなさんのお力が無ければ今日まで来なかったということは事実であります。この地域の発展を皆様と供に創って参るた
め、議会としても町もこの2年間災害復旧を第一課題として行って参りましたが、これからは新たな復興を目指し、さらなる
素晴らしいまちづくりに皆さんと供に邁進していきたいと思います。

○堤防決壊から早2年の月日が経とうとしています。今でも住み慣れない仮設住宅での生活を余儀なくされている方々もい
ます。これまで、中粕川災害復興推進委員会では、国や町と復興の姿について幾度も話し合いを行い、ようやく本日の
着工に至りました。復興事業が一日も早く完成し、地元を離れてしまった方々が、再び笑顔でこの地に戻ってきてくれるこ
とが私の悲願であります。

○本日、ここに、国と町が一丸となり、堤防復旧と復興まちづくり事業に着手して頂けることは、歓喜の念に堪えません。今
後、事業の実施にあたり、最後まで安全に遂行されることを切に祈念いたします。

○令和元年東日本台風の被害を踏まえて策定した「吉田川・新たな水害に強いまちづくりプロジェクト」は、約270億円の予算
を集中的に充当し、河道掘削、堤防整備等の取り組みを実施し、再び東日本台風と同規模の洪水が万が一発生しても氾
濫を防止し、吉田川流域における浸水被害を少しでも小さくする事業を進めて参る所存でございます。

○「粕川地区堤防工事」に本日着工させて頂くことが出来ますのは、ひとえに共に復興町づくり事業を進めて頂いている地元
大郷町の関係各位、とりわけ貴重な用地を提供頂く地権者の皆様方のご理解とご協力の賜と心から感謝を申し上げます。

○今後とも出来るだけ早期に治水効果を発揮させることが出来るよう、精一杯頑張って参りますので、引き続き、皆様方のご
支援・ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

（参考）挨拶「粕川地区復興まちづくり・堤防復旧 合同着工式」 11



＜復旧工事の流れ＞

（H28.1月末時点）

○ 大郷町中粕川地区の堤防復旧では、背後の復興計画並びに地域の方々との合意形成を図りながら、堤防位置、堤防構造を計画しています。

○ 堤防決壊した原因を踏まえ、上下流一連区間の連続性とバランスを考慮した堤防構造とします。

既設堤防復旧堤防

▽計画高水位
引堤（移動距離約80m）
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既設堤防法線

復旧堤防法線

築堤全体平面図
堤防の復旧にあたり、これまでの既設堤防の位置から宅地側へ移動して築堤することにより、河道の面積が広が
り、川で流すことのできる流量を増やします。

STEP１ 調査・設計 地盤改良STEP２

堤防復旧のイメージ図

調整 堤防盛土・護岸STEP３ 既設堤防撤去STEP４

令和2年度まで 令和3年度～5年度 令和6年度

既設堤防復旧堤防

新たな堤防を施工する前に地盤
改良を実施し、堤体の安定性を
確保します。

地盤改良

堤防計画にかかる地元説明を実
施した上で、町の復興事業との調
整を図り、計画を検討しました。

既設堤防復旧堤防

復旧堤防の盛土工事を実施します。
また、洪水時の流水に対して堤防を
守るための護岸を整備します。

堤防盛土

新たな堤防の完成後に既設の堤防
を撤去します。

護岸

既設堤防復旧堤防

撤去

▲粕川地区堤防決壊直後 ▲緊急復旧完了 ▲現在（地盤改良のための基礎撤去中）

▲堤防計画地元説明
（仮設住宅内での説明）

▲大郷町の復興計画
との連携・調整

（参考）粕川地区堤防復旧工事概要について 12



○ 令和元年東日本台風で吉田川の堤防決壊により被災した大郷町粕川地区において、河川整備と復興まちづくり計画の整合を図った上で宅地と
公共施設の一体的な嵩上げを実施しています。

○ 宅地嵩上げ安全確保事業（R3年度から制度化）の活用は全国初です。

（参考）宅地嵩上げ安全確保事業による浸水対策（大郷町） 13



吉田川志田谷地防災センター着工式 14

○ 令和元年東日本台風で大規模な浸水被害が発生した大崎市鹿島台志田谷地地区の水防災拠点において、吉田川志田谷地防災センターの
合築工事（大崎市、国土交通省）に着工することから、令和３年１０月１４日（木）に着工式を開催しました。

○ 大崎市は、地域の一時避難場所の確保、水防活動の体制強化など、国は災害対策車両の分散配備、排水活動の体制強化などを目的として、
整備を実施します。

○ 住民代表は、『防災センターが完成すれば災害時の一時避難所、災害対応の現地指揮所、地域の交流活動など様々なことができる。』『先人
が築き上げた地域を力を合わせて守っていきたい』と期待の言葉を話しました。

吉田川



吉田川流域治水シンポジウムの開催 15
○ 吉田川流域では、これまでもたびたび水害に襲われており、様々な治水対策に取り組んできました。

○ 近年でも、 令和元年台風19号による大規模な氾濫被害を契機に、国、県、市町が連携して氾濫被害の最小化に向けて吉田川 ・新たな「水害に
強いまちづくり」プロジェクトに取り組んでいるところです。 一方、気候変動の影響や社会状況の変化を踏まえると、水害リスクはますます増大し
ていくものと考えられます。

○ 増大する水害リスクから地域を守っていくために、これまでの取り組みに加え、河川の流域のあらゆる関係者が協働して、河川だけでなく、住民
が暮らす流域の土地や建物、避難体制等に工夫をこらして水害対策を実施する『流域治水』を進めていくことが重要になります。 吉田川流域を
水害から守り、地域を発展させるために必要な流域治水について、住民や専門家の皆様 と議論する『吉田川流域治水シンポジウム』を開催しま
した。

○ 概要

・第１部として、基調講演を小池俊雄氏（社会資本整
備審議会河川分科会 分科会長）を招き『変化を乗り
越え、誇りある流域づくり』と題し講演していただきま
した。

・第２部として、パネルディスカッションに先立ち、石田
北上川下流河川事務所長が「吉田川の水害と治水
の取り組み」について情報提供を行い、その後パネ
ルディスカッションを行いました。


